
         
 新橋中自治会 「町の防災部」業務指針 

(目的) 

第１条 災害対策基本法及び横浜市泉区防災計画の規定により、災害発生時に被害の防止

及び減災を図るため、地域住民の相互協力により防災・減災活動を行うことを目

的とする。 

(事業) 

第２条 防災部は、第１条の目的を達成するため、次の業務を行う。 

（１）部員相互及び地域との交流と情報交換 

（２）災害に備え、防災部業務及び防災・減災に関する研修・訓練 

（３）災害時における運営に関すること 

① 地域避難所運営 

② 地域防災拠点等関連機関との情報交換、連携 

③ 初期消火活動 

④ 救助・救護活動 

⑤ 救助・生活資機材の管理 

⑥ 食料・水・物資等の備蓄・配給の管理・運営 

（４）その他、目的達成のため必要な業務 

 

（委員） 

第３条 新橋中自治会から選出された者及び防災部が推薦する者をもって構成する。 

 委員は防災部の業務に参画する。 

 

第４条 防災部は次の部員（班）を置く。部員の任期は２年とし、再任を妨げない。 

任期途中の退任により補充された部員の任期は残余の期間とする。 

部長 １名  副部長 １名  会計 １名  監事 １名  

情報班班長及び副班長  各１名   庶務班班長及び副班長  各１名 

救出救護・初期消火班班長及び副班長 各１名 

食料物資班班長及び副班長 各１名 

環境班班長及び副班長 各１名 

 

（防災部員の選任と業務） 

第５条 防災部員は、互選により選任する。 

２ 部長は、部を代表し、部を統括するとともに、災害発生時には避難所を 

代表し応急の指揮を執る。 

    ３ 副部長は、部長を補佐し、部長に事故ある時はその職務を代行する。 

    ４ 会計は、部の経理を担当する。 

    ５ 監事は、部の任務及び会計について監査する。 

    ６ 庶務班は、年間計画に基づき会議の案内及び会場や飲料の準備をおこなう。 

    ７ 各班長は、別に定める「班毎の業務」に基づき、業務の指揮を執る。 

    ８ 各副班長は、班長を補佐する。 

                   （１） 



 

(会議) 

第６条 年間計画に基づき開催する。また部長が必要と認めたとき会議を召集する。 

２ 部長は会議の長となり、議事を進行する。 

３ 会議の議事は、出席者の過半数で決し、可否同数の場合は、議長が決する。 

 

（防災計画） 

第７条 防災部は、災害による被災の防止及び減災を図るため、次の防災計画を作成する。 

(１) 防災組織の編成及び業務分担に関すること。 

(２) 防災知識の普及に関すること。 

(３) 災害発生時の要援護者の支援体制に関すること。 

(４) 防災訓練の実施に関すること。 

（５） 災害発生時における情報収集・伝達、初期消火、救出・救護、避難誘導、 

   機材・物資管理、食料配給・炊出しに関すること。 

（６） 災害発生時における専門部等（ｻﾎﾟｰﾀｰ）との連携に関すること。 

（７） その他必要とする事項。 

（会計・監査） 

第８条 防災部の運営に関する費用は、新橋中自治会の予算をもって充てる。 

第９条 会計年度は毎年４月１日より翌年３月３１日までとする。 

（相談役、顧問） 

第１０条 相談役、顧問を置くことができる。任期については部員の任期に準ずる。 

相談役、顧問は防災部会議に参画する。 

（付則） 

第１１条 防災部 組織体系 

          部長 

  

          副部長 

      監事      相談役 

               顧問 

 

 

 

 

 

 

 

第１２条 班毎の業務       付表に示す。 

第１３条 研修会、自己研鑽参加者に活動費を支給する 

区内開催参加：５００円、 区外開催参加：１,０００円 

第１４条 町の防災部業務指針は令和２年９月１日より、施行する。 

 

               （２） 
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